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（１）地球温暖化問題への対応

ア．気温や海面水位の監視と地球温暖化に伴う気候などの将来予測
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日本の平均気温の上昇量（左図）と真夏日日数（右図）の変化予測

複数の気候モデルによって得られた予測値と予測幅を、実線と陰影で表しています（温室効果ガスの排出量が異なる複数のシナリオ
による結果を赤、緑、青色で示しています。黒の実線は過去の観測結果を示しています。）。21 世紀末の日本の平均気温は 20 世紀末
に比べて、温室効果ガスの排出量が比較的多いＡ 2シナリオ（赤）で約 4℃、比較的少ないＢ 1シナリオ（青）でも約 2℃上昇し、真
夏日日数も増加することが予測されています。（温暖化の観測・予測及び影響評価統合レポート「日本の気候変動とその影響」より）
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第1部　気象業務の現状と今後

コラム

　気象庁では、２隻の海洋気象観測船（凌風丸、啓風丸）を用いて、北西太平洋における海洋の二酸
化炭素吸収量・蓄積量などの観測を行っております。海洋は、地球温暖化の原因のひとつである二酸
化炭素の最大の吸収源であり、地球温暖化の進行に大きく影響しています。今後、二酸化炭素吸収能
力が弱まると、二酸化炭素が大気中に残る量が増え、地球温暖化が加速してしまう懸念があります。
そのため、海洋の二酸化炭素の吸収能力を監視することが大変重要になっています。
　海洋の二酸化炭素の観測については、「国際海洋炭素調整計画」（IOCCP）と呼ばれる、国際的な
連携のもとで、海面から海底までの高精度・高密度の観測網を構築する計画があります。気象庁はこ
の計画に参加し、平成22年から海洋気象観測船に搭載されている海中の化学物質の分析装置や様々
な深さの海水を採取するための採水器を高度化して、北西太平洋で高精度・高密度の観測を行って
います。
　この海洋観測結果を活用した海洋の二酸化炭素に関する解析結果は、気象庁ホームページの「海
洋の健康診断表」に掲載されています。

■海洋気象観測船による二酸化炭素等の高精度・高密度観測

海洋気象観測船による海洋観測

海洋観測システム 

高精度化された 
二酸化炭素分析機器

船内の実験室

啓風丸

採水後、船内の各種分析装置へ

船内の実験室で海水中に
含まれる二酸化炭素など
の高精度な分析を実施。

クレーンで海中に採水器などの観 
測機器を降ろし、１回の観測で海
面から海底までの��層の深さで海
水を採取。
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（２）環境気象情報の発表
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ア.オゾン層・紫外線の監視と予測
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国内のオゾン全量年平均値の経年変化

国内のオゾン全量年平均値の経年変化。オゾン全量とは、観測地点の上空に存在するオゾンの総量で、1990 年代半ば以
降は、国内 4地点ともに緩やかな増加傾向がみられます。

全国分布図をクリックして拡大したあと、さらに地点の黒丸をクリックするとその地点の時系列図が表示されます。

気象庁ホームページで発表している紫外線情報の例
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第1部　気象業務の現状と今後

コラム

　南鳥島は東京より南東へ約1,862キロメートル、珊瑚礁でできた小さな島です。北緯24度17分、
東経153度59分に位置するこの島は日本の最東端として知られています。島はほぼ正三角形で、そ
の一辺の長さはおよそ2キロメートル、標高は最高地点でも約9メートルしかありません。この島に
気象庁は南鳥島気象観測所を設置しています。島に常駐しているのは、気象庁職員の他に、海上自衛
隊と国土交通省関東地方整備局東京港湾事務所の職員だけです。
　南鳥島気象観測所では、気温、気圧、風向風速などの気象観測に加え、人為起源の汚染物質の排
出源が少ない優れた観測環境であることを活かして、二酸化炭素やメタン等の温室効果ガスの観測
を行っています。ここで得られたデータから、温室効果ガスの濃度が地球規模で年々増加しているこ
とが明らかになっています。この他にも、オゾン層や日射・放射の観測等、地球環境に関する様々な
観測を行っています。また、南米チリ沖等、日本から遠く離れた太平洋で発生した地震に伴う津波を
日本沿岸に到達する前に捕らえるため、津波の観測を行っています。
　南鳥島気象観測所では、２～３か月で職員を交替させながら、毎日、観測を行っています。これか
らも本土から遠く離れた太平洋より、地球を見守り続けます。

■日本最東端の観測所　～南鳥島気象観測所～

南鳥島の全景

観測用の気球を飛揚させる様子
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イ. 黄砂の監視と予測
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翌日の様子

平成２２年３月２１日の大阪市内の黄砂の様子

黄砂観測実況図 黄砂に関する全般気象情報
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第1部　気象業務の現状と今後

ウ．ヒートアイランド現象の監視・実態把握
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黄砂予測図（地表付近の濃度） 黄砂予測図（大気中の総量）

東京の熱帯夜日数の変化(1931～2011年)

東京の熱帯夜日数は 10年あたり約 3.8 日の割合で増加しています。
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（３）海洋の監視と診断

ア.海洋の監視
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ヒートアイランドのシミュレーション結果

国際的な海洋観測網

平成 22 年（2010 年）8 月 28 日 15 時の北
海道石狩地方および 8月 17 日 15 時の関東
平野における気温の分布（左）と都市化に
伴う気温の上昇量（右）（都市気候モデル
を用いたシミュレーション結果）。
都市化により最大で 3℃程度の気温上昇の
影響がみられました。（「ヒートアイランド
監視報告（平成 22年）」より）。
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第1部　気象業務の現状と今後
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気象庁が実施する海洋の観測

� �

� �

海洋気象観測船での中層フロート(左)投入作業
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イ. 海洋の健康診断表
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中層フロートの分布状況（図中の赤丸は我が国が投入したフロート）

海洋の健康診断表から閲覧できる図の例

海面から 700 メートル深まで平均した表層水温平年差。年平均平年差を実線、解析値の 95%信頼区間を陰影で示します。平年値は 1981 年から
2010 年の 30 年平均値です。上昇率の±は 95%の信頼区間を表します。

表層水温平年差の推移
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